
 

 

 

 

□１、新しい事業のスキームを整える。 

→枠組みをもった計画 

 

□２、自分のミスでこんな結果になり、面目
めんぼく

ない。 

→恥ずかしくて、人に合わせる顔がない 

 

□３、旧友との思い話で、ノスタルジーを感じる。 

→故郷や過ぎ去った昔を懐かしむ気持ち 

 

□４、何かと斜
しゃ

に構
かま

えるのは、やめた方がいい。 

→まともに対応せずに皮肉っぽい態度をとる 

 

□５、子どもが健気
け な げ

に老人に席を譲る。 

→弱い者が勇気を出してがんばる様子 

 

□６、どんな失敗も反面教師として捉えることが大切である。 

→悪い見本 

 

□７、魚心
うおごころ

あれば水心
みずごころ

、出方次第では手加減してやろう。 

→相手のやり方によって、こちらもそれに応じたやり方がある 

 

□８、えもいわれぬ美しい景色に感動する。 

→とても言葉で表せない 

 



 

□９、いよいよ明日から、裸一貫
はだかいっかん

からの再スタートだ。 

→自分の体以外には、資本となるものが何もないこと 

 

□10、彼には悪いうわさがごまんとある。 

→非常にたくさんある 

 

□11、「芸術のための芸術」を原理とする芸術至上主義。 

→これ以上のものはないという考え方 

 

□12、隣り合わせたいきがかり上、無関心ではいられない。 

→何かをやりかけた勢い・成り行き 

 

□13、受験生に音読ルームをあてがう。 

→妥当だと思うものを与える 

 

□14、引退後は所在
しょざい

なげで、少し寂しそうだった。 

→することがなく退屈そうな様子 

 

□15、ここで勝てれば、このチームにも箔
はく

がつく。 

→貫禄がつく・値打ちが上がる 

 

□16、挙げ句の果てに、借金だけが残った。 

→いろいろなことをした最後 

 

 

 

 


